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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体部と、
　前記本体部に結合され、円形形状に形成されるハンドル部と、
　前記ハンドル部に結合されるディスプレイ部と、を含み、
　前記本体部は、前記ハンドル部の内側に配置される本体と、前記本体の外側に配置され
、前記ハンドル部と結合される支持台とを備え、
　前記支持台は、前記ハンドル部が回転可能に結合される結合部を備え、
　前記結合部は、前記ハンドル部が貫通するように形成されることを特徴とする携帯用超
音波診断機。
【請求項２】
　前記ディスプレイ部は、前記ハンドル部に直接結合されている請求項１に記載の携帯用
超音波診断機。
【請求項３】
　前記本体部は、トラックボールを更に備えることを特徴とする請求項１に記載の携帯用
超音波診断機。
【請求項４】
　前記本体部は、前記ハンドル部より底面側に突出して形成されることを特徴とする請求
項１に記載の携帯用超音波診断機。
【請求項５】
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　前記携帯用超音波診断機の診断性を向上させるために、前記ハンドル部に着脱可能に結
合される補助装置を更に備えることを特徴とする請求項１に記載の携帯用超音波診断機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断機に関し、より詳しくは携帯が可能な携帯用超音波診断機に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　超音波システムは、多様に応用されている重要な診断システムの一つである。特に、超
音波システムは、対象体に対して無侵入及び非破壊という特性を有するので、医療分野に
幅広く利用されている。近来の高性能超音波システムは、対象体の内部の２次元又は３次
元の映像を生成するのに利用される。
【０００３】
　このような超音波システムは、その大きさが非常に大きく、又重量も重いので、特定の
場所に固定されていなければならない。更に、小型の超音波システムであっても、その重
量が１０Kg以上であるので、移動が容易でないだけでなく携帯も不可能であった。このよ
うな超音波システムの短所を克服するために、携帯可能な超音波システムが開発されてい
る。
【０００４】
　図１は、従来の携帯用超音波診断装置の斜視図である。図１を参照すれば、従来の携帯
用超音波診断機１０は、本体１１、コントロールパネル１２、ディスプレイ部１３、及び
プローブ１４を備える。
【０００５】
　本体１１は、携帯用超音波診断機１０の外観を形成し、携帯用超音波診断機１０を駆動
するための電力を、内蔵されたバッテリー又は外部電源から受け取る。このような本体１
１は、超音波を走査し、戻ってくる超音波を電気的な信号に変換させるプローブ１４と連
結され、超音波診断のためのアナログ信号及びデジタル信号を処理する電子回路を内蔵す
る。
【０００６】
　コントロールパネル１２は、本体１１上に設けられ、超音波映像を獲得しながら制御す
るための機能、メニュー制御機能、測定及び注釈（Annotation）機能などを行うための多
数の入力部を備える。
【０００７】
　ディスプレイ部１３は、本体１１において処理されたデータ及び映像を、本体１１から
受け取ってディスプレイする。
【０００８】
　プローブ１４は、少なくとも一つのトランスデューサ(図示せず)を備える。トランスデ
ューサは、超音波信号を対象体に送信し、対象体から反射される超音波信号を受信する。
【０００９】
　このような携帯用超音波診断機１０は、大きさ及び重量を減らすことができるので、携
帯が可能である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】登録実用新案第３１０９４０３号公報
【特許文献２】韓国公開特許第２００２－００９２８０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
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　上記のような従来の携帯用超音波診断機によれば、それ自体だけでは移動中の携帯が不
便であるので、携帯用超音波診断機を受納し運搬するためのカバンを別に備えなければな
らない。
【００１２】
　また、従来の携帯用超音波診断機は、本体の後方にディスプレイ部が固定し設置されて
いるので、使用者が本体に対して斜めに位置した状態で診断作業を行う場合、ディスプレ
イ部を正面から正確に見るためには、体や首をひねって傾けなければならない不便さがあ
る。従って、これを改善する必要性が要請される。
【００１３】
　本発明は、上記のような問題点を改善するために創案したものであって、移動中の携帯
が容易であり、使用者が使用中に体や首をひねって傾けなければならない不便さがないよ
うに、構造を改善した携帯用超音波診断機を提供することにその目的がある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明に係る携帯用超音波診断機は、本体部と、上記本体部に結合され曲線形状を有す
るハンドル部と、上記ハンドル部に結合されるディスプレイ部とを備える。
【００１５】
　ここで、上記本体部は、上記ハンドル部の内側に配置される本体と、上記本体の外側に
配置され、上記ハンドル部と結合される支持台とを備えることが好ましい。
【００１６】
　また、上記支持台は、上記ハンドル部が回転可能に結合される結合部を備えることが好
ましい。
【００１７】
　また、上記結合部は、前記ハンドル部が貫通するように形成されることが好ましい。
【００１８】
　また、上記結合部には、上記ハンドル部の回転をガイドするローリング部材が備えられ
ることが好ましい。
【００１９】
　また、上記支持台には、上記ハンドル部の回転を拘束する固定部が備えられることが好
ましい。
【００２０】
　また、上記ハンドル部は、分離可能に結合される多数の結合片を備えることが好ましい
。
【００２１】
　また、上記ハンドル部は、上記本体部に分離可能に結合されることが好ましい。
【００２２】
　また、上記支持台は、第１の結合部を備え、上記ハンドル部は、上記第１の結合部に結
合される第２の結合部を備えることが好ましい。
【００２３】
　また、上記本体部は、トラックボールを更に備えることが好ましい。
【００２４】
　また、上記本体部は、上記ハンドル部より底面側に突出して形成されることが好ましい
。
【００２５】
　また、上記ハンドル部に脱着可能に結合される補助装置を更に備えることが好ましい。
【００２６】
　また、上記曲線形状は、円形の形状であることが好ましい。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明の携帯用超音波診断機によれば、ハンドル部が曲線形状を有するように備えられ
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ることにより、手の平との密着感を向上させて、長時間の移動時にも、使用者の手に疲労
感が感じられないようにすることができる。
【００２８】
　また、本発明は、使用者が本体部に対して斜めに位置した状態で診断作業を行う場合、
体や首をひねって傾けなければならない不便がなく、ハンドル部を回転させる操作だけで
ディスプレイ部を正面から凝視することができるので、作業能率を向上させることができ
る。
【００２９】
　また、本発明は、使用者がトラックボールを操作するか、トラックボールの周囲の操作
キーを操作する時、ハンドル部が手を支持する役割をするので、使用上の便宜性が向上し
手の疲労度を減らすことができる。
【００３０】
　それだけでなく、本発明は、使用者が補助装置及びその他のアクセサリーをハンドル部
に容易に付着して使用するか受納することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】従来の携帯用超音波診断機の斜視図である。
【図２】本発明の第１実施例に係る携帯用超音波診断機を示す斜視図である。
【図３】図２に示された携帯用超音波診断機の側面図である。
【図４】図２に示された携帯用超音波診断機の折りたたみ状態を示す斜視図である。
【図５】図２に示された携帯用超音波診断機の回転状態を示す斜視図である。
【図６】図２に示された携帯用超音波診断機に補助装置が結合された状態を示す斜視図で
ある。
【図７】本発明の第２実施例に係る携帯用超音波診断機を示す平面図である。
【図８】本発明の第３実施例に係る携帯用超音波診断機を示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下、添付の図面を参照して、本発明に応じた携帯用超音波診断機の一実施例を説明す
る。説明の便宜のために、図面に示された線の厚さや構成要素の大きさなどは、説明の明
瞭性と便宜上、誇張して図示される場合もある。また、後述される用語は、本発明での機
能を考慮して定義された用語であり、これは使用者や運用者の意図又は慣例によって変わ
ることがある。したがって、このような用語に対する定義は、本明細書の全般にわたった
内容に基づいて判断されなければならない。
【００３３】
　図２は、本発明の第１実施例に係る携帯用超音波診断機を示す斜視図であり、図３は、
図２に示された携帯用超音波診断機の側面図であり、図４は、図２に示された携帯用超音
波診断機の折りたたみ状態を示す斜視図であり、図５は、、図２に示された携帯用超音波
診断機の回転状態を示す斜視図である。
【００３４】
　図２乃至図５を参照すれば、本発明の第１実施例に係る携帯用超音波診断機１００は、
本体部１１０と、ハンドル部１２０、及びディスプレイ部１３０を備える。
【００３５】
　本体部１１０は、本実施例の携帯用超音波診断機１００の外観を形成し、本体１１２と
支持台１１４とを備える。
【００３６】
　本体１１２は、プローブ（図示せず）を通じて送信される超音波信号を送信し集束させ
、プローブを通じて受信される超音波信号を受信し集束させるビームフォーマと、ビーム
 フォーマから出力される信号に基づいてフレームデータを形成するデータ形成部と、フ
レームデータに基づいて対象体の２次元又は３次元映像を形成するプロセッサーと、デー
タを格納する格納部と、携帯用超音波診断機１００を駆動させるか機能を選択するための
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複数の操作キー（符号省略）とを備える。
【００３７】
　支持台１１４は、本体１１２の外側に配置される。支持台１１４は、ハンドル部１２０
と結合される。この支持台１１４には、ハンドル部１２０が回転可能に結合される結合部
１１３が備えられる。結合部１１３は、ハンドル部１２０が挿入されるように、曲線形状
に貫通して形成される貫通孔を有している。
【００３８】
　ハンドル部１２０は、本体部１１０に結合される。ハンドル部１２０は、曲線形状を有
するように形成され、望ましくは円形形状に形成される。このハンドル部１２０は、ハン
ドル部１２０と対応する曲線形状に貫通して形成された貫通孔を有する結合部１１３に挿
入されることにより、支持台１１４に回転可能に結合される。
【００３９】
　このようなハンドル部１２０は、本体部１１０に対して３６０°回転が可能に備えられ
るが、このハンドル部１２０には、後述するディスプレイ部１３０が結合されるので、ハ
ンドル部１２０は制限された角度で回転可能である。
【００４０】
　このようなハンドル部１２０は、使用者の操作によって回転することができる。回転が
容易に行われるように、本体部１１０は、ハンドル部１２０より底面側に突出して形成さ
れる。
【００４１】
　また、上記回転がより容易に行われるように、結合部１１３には、ハンドル部１２０の
回転をガイドするローリング部材１１５が備えられることができる。このようなローリン
グ部材１１５として、ボールベアリングやローラなどが適用されることができる。
【００４２】
　ディスプレイ部１３０は、ハンドル部１２０に結合される。このディスプレイ部１３０
は、本体１１２において処理されたデータ及び映像を本体１１２から受け取り、ディスプ
レイするように備えられるものであって、本体１１２と直接的に連結されていないが、ケ
ーブル（図示せず）等を通じて本体１１２と電気的に連結される。このようなディスプレ
イ部１３０と連結されたケーブルは、ハンドル部１２０の内部を貫通して、本体１１２と
連結されることができる。
【００４３】
　上記のようなディスプレイ部１３０は、ハンドル部１２０に上下に回転可能に結合され
ることにより、本体部１１０に向かって回転すれば、本体部１１０を覆うことができるよ
うに備えられる。このようなディスプレイ部１３０は、ハンドル部１２０に固定して結合
されることができ、ハンドル部１２０と分離可能に結合されることができる。
【００４４】
　以下、上記のような構成を有する本実施例の携帯用超音波診断機１００の作用及び効果
について説明する。
【００４５】
　本実施例の携帯用超音波診断機１００によれば、携帯時ハンドル部１２０が取っ手とし
て利用される。即ち、使用者が携帯用超音波診断機１００を携帯し移動しようとするとき
、ディスプレイ部１３０を本体部１１０に向かって回転させることにより、携帯用超音波
診断機１００を折りたたんだ後、ハンドル部１２０を手で握って移動すれば良い。この場
合、ハンドル部１２０が携帯用超音波診断機１００の取っ手としての役割をする。
【００４６】
　このようなハンドル部１２０は、曲線形状を有するように備えられるので、手の平との
密着感を向上させて、長時間の移動時にも手に疲労感が感じられないようにすることがで
きる。
【００４７】
　一方、支持台１１４には、ハンドル部１２０の回転を拘束する固定部１１６が備えられ
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る。固定部１１６は、使用者の操作によりハンドル部１２０の回転を選択的に拘束するよ
うに備えられる。使用者は、携帯用超音波診断機１００を携帯し移動するとき、固定部１
１６を利用してハンドル部１２０の回転を拘束してハンドル部１２０を固定すれば、機器
の揺れを防止して、携帯用超音波診断機１００を安定的に携帯することができる。
【００４８】
　このような固定部１１６は、ハンドル部１２０との摩擦力を利用して、ハンドル部１２
０の回転を拘束する構造を取る事も可能であり、ハンドル部１２０に多数の突起を形成し
た状態で突起とのかけ力を利用する構造を取ることも可能である等、多様な変形実施が可
能である。従って、これに対する具体的な構造は、当業者が容易に具現、実施することが
できる事項であるので、これに対する詳細な説明は省略する。
【００４９】
　本体部１１０には、トラックボール１１８が更に備えられ得る。このトラックボール１
１８は、本体１１２上で相対的にディスプレイ部１３０と遠い部分に配置される。本実施
例の携帯用超音波診断機１００によれば、使用者がトラックボール１１８を操作するか、
トラックボール１１８の周囲の操作キーを操作する時、ハンドル部１２０が手を支持する
役割をするようになる。これにより、本実施例の携帯用超音波診断機１００は、使用上の
便宜性が向上し、手の疲労度を減らすことができる。
【００５０】
　また、本実施例の携帯用超音波診断機１００によれば、ハンドル部１２０が本体部１１
０に対して回転可能に備えられるので、ハンドル部１２０に結合されたディスプレイ部１
３０が、ハンドル部１２０の回転によって回転されることができる。
【００５１】
　使用者がハンドル部１２０を操作して回転させると、ディスプレイ部１３０は、ハンド
ル部１２０と共に回転しながら、その画面角もまた回転するようになるので、使用者は、
ハンドル部１２０を回転させることにより、ディスプレイ部１３０の画面角を変化させる
ことができる。
【００５２】
　このようなハンドル部１２０とディスプレイ部１３０とを備える本実施例の携帯用超音
波診断機１００は、使用者が本体部１１０に対して斜めに位置した状態で、診断作業を行
っても、自分の体や首をひねって傾けなければならない不便がなく、ハンドル部１２０を
回転させる操作だけで、ディスプレイ部１３０を正面から凝視することができるようにす
る効果を提供する。
【００５３】
　図６は、図２に示された携帯用超音波診断機に補助装置が結合された状態を示す斜視図
である。
【００５４】
　図６を参照すれば、本実施例の携帯用超音波診断機１００は、補助装置１４０を更に備
えることができる。補助装置１４０は、例えば補助ディスプレイ、エコープリンタ、プロ
ーブホルダー、カメラなどであって、ハンドル部１２０に脱着可能に結合される。
【００５５】
　ハンドル部１２０は、上記の取っ手機能と、ディスプレイ部１３０回転機能以外にも、
補助装置１４０の結合空間を提供する。本実施例の携帯用超音波診断機１００は、使用者
が補助装置１４０及びその他のアクセサリーをハンドル部１２０に容易に付着して使用す
るか受納することができる。
【００５６】
　図７は、本発明の第２実施例に係る携帯用超音波診断機を示す平面図であり、図８は、
本発明の第３実施例に係る携帯用超音波診断機を示す平面図である。
【００５７】
　上記図面においては、説明の便宜のために、ディスプレイ部の図示を省略している。ま
た、上記実施例と構成及び機能が同一又は類似の構造は、同一の参照番号を付し、これに
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対する詳細な説明は省略する。
【００５８】
　先ず、図７を参照すれば、本発明の第２実施例に係る携帯用超音波診断機２００は、本
体部２１０に分離可能に結合されるハンドル部２２０を備える。
【００５９】
　ハンドル部２２０は、支持台２１４の一側に分離可能に結合される第１のハンドル部２
２２と、支持台２１４の他側に分離可能に結合される第２のハンドル部２２４とを備える
。そして、支持台２１４の結合部２１３の両側には、第１の結合部２１９がそれぞれ備え
られ、第１のハンドル部２２２と第２のハンドル部２２４とのそれぞれには、第２の結合
部２２５が備えられる。
【００６０】
　本実施例においては、第１の結合部２１９が溝状に備えられ、第２の結合部２２５がこ
の溝に挟まれる突起状に備えられるが、本発明は、これに限定されるのではなく、第１の
結合部２１９が突起状であり、第２の結合部２２５が溝状であっても良い等、多様な変形
実施が可能である。
【００６１】
　本実施例によれば、第１の結合部２１９に第２の結合部２２５が分離可能に挿入し結合
することにより、第１のハンドル部２２２と第２のハンドル部２２４とが支持台２１４両
側に分離可能に結合される。
【００６２】
　上記のようなハンドル部２２０を有する本実施例の携帯用超音波診断機２００は、必要
時にハンドル部２２０を分離して、その体積を減らすことができるので、保管がより容易
な長所がある。
【００６３】
　図８を参照すれば、本発明の第３実施例に係る携帯用超音波診断機３００は、本体部１
１０に分離可能に結合されるハンドル部３２０を備える。
【００６４】
　上記ハンドル部３２０は、多数の結合片３２２を備える。このような多数の結合片３２
２は、支持台１１４の結合部１１３にそれぞれ挿入されながら、互いに分離可能に結合し
てハンドル部３２０を形成する。本実施例においては、ハンドル部３２０が三つの結合片
３２２の結合により形成されるように例示されるが、これに限定されるものではない。
【００６５】
　このように構成されたハンドル部３２０は、本体部１１０に分離可能に結合されると共
に、本体部１１０に対して回転することができるようになる。このようなハンドル部３２
０を備える本実施例の携帯用超音波診断機３００は、ハンドル部３２０が回転可能に備え
られたことによる特徴と、分離可能に備えられたことによる特徴とを全て有するようにな
る。
【００６６】
　本発明は、図面に示された実施例を参考にして説明されたが、これは例示的なものにす
ぎず、当該技術が属する分野で通常の知識を有する者ならば、これから多様な変形及び均
等な他実施例が可能である点を理解するだろう。従って、本発明の真の技術的保護範囲は
、下記の特許請求の範囲により定められなければならないだろう。
【符号の説明】
【００６７】
１００　携帯用超音波診断機
１１０　本体部
１２０　ハンドル部
１３０　ディスプレイ部
１１２　本体
１１４　支持台
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１１８　トラックボール
２１９　第１の結合部
２２２　第１のハンドル部
２２４　第２のハンドル部
２２５　第２の結合部

【図１】 【図２】
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